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  旧京北町 京都市 
面積 217.68k㎡ 610.22k㎡ 
人口（2005年） 6,257人 1,474,811人 
65歳以上比率（2005年） 34.0% 19.9% 
歳出総額(2004年) 6,468,726千円 667,538,062千円 










































 京北町の 2004 年における財政規模は普通会計決算で
約 64億円、それに対して京都市の予算規模は 6,675億円


























































































図２－２ 京北地域の人口・世帯数・65 歳以上人口の推移 
 
出所：国勢調査（～2010 年）より作成。 









































2010 年の人口は 2005 年と比べて 9.7％減少しているこ
とからも、過疎に歯止めがかかっていないことがわかる。
特に若年人口の減少と高齢化が著しく19、2010 年におけ





















































は、1988年の１本 2万円から 2003年の 5千円 7百円に
まで価格が下落した26。 







































出荷額は約 28 億円、事業所数は 129 となっているが、
これは 88年の 2分の１以下程度である。従業者数の変化






























































万円、町起債 150 万円、弓削自治会支出 716 万円）。同
年の弓削自治会財産区（朝日山）における立木売上収益






























































































































































黒田 139 6.6  17 7.8 12.2 5          5.8       29.41  
山国 505 23.8  45 20.7 8.9  19         22.1       42.22  
弓削 609 28.7  64 29.5 10.5  24         27.9       37.50  
周山 536 25.3  60 27.6 11.2          21         24.4       35.00  
細野 156 7.4  14 6.5 9           8          9.3       57.14  
宇津 175 8.3  17 7.8 9.7           7          8.1       41.18  
不明                     2          2.3    
総数/京北
全体 
2120 100 217 100 10.2 86       100.0       39.63  
 














































布してもらった。回収は郵送で行い、10 月 9 日から配布
開始、締め切りを 10 月末日とした。調査票の配布数は
217 で、京北地域内の世帯の約 10%である。回収できた
のは 86 通で、全体の回答率は 39.6％であった。表３－
１に各地域の配布状況と回答率を示す。 
 回答者の属性を見ると、男性が 64%、女性が 32.6%と
なっており、推計人口からみた人口構成（男性 47％、女
性 52％）と比べると、男性の回答者が多い。また年齢別
に見ると一番多いのが 60歳代で 33.7％、ついで 50歳代




















































































































































































































建設計画の期間は 2005 年度からの 10 年間、総事業費は




























































































































































































































































































































































































































































15 平成 22年度国勢調査小地域集計より。 

































































































2002年 9月 29日付朝刊より。） 
                                                                                           
41「京都市過疎地域自立促進計画素案（平成 22年度～








































































60 合併前の 2004年には、総務・税務 42名、福祉保健
















半数以下の 5,733 人。一般入院は 4,038 人から 386 人。




























































79 新井氏ヒアリングより。  
80 初村前掲論文、220‐226ページ。 
































90 久保氏ヒアリングより。  
91 久保氏ヒアリングより。上記の計画だけでなく、市
長が京北病院の医療体制充実を約束したこと、「花降る
里けいほくプロジェクト」が細見副市長発案であるこ
となど、特別な配慮を見せていることによる。  
92 多田前掲論文、264‐266ページ。 
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